
三
頁
、
定
償
各
威
園
威
拾
銭
）
（
村
松
）

⑬
一
榊
射
乳
箋
二
　
序
蕪
迷
詩
所
経
一
谷

　
　
　
　
　
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
編

　
本
書
は
東
方
交
化
超
越
京
都
研
究
所
の
煙
害
複
製
事
業
の
一
と

し
て
景
敏
経
典
に
し
て
我
國
に
存
す
る
慮
の
二
纏
、
郎
大
正
六
年

故
富
岡
桃
華
氏
の
藏
に
凝
し
た
る
一
望
論
巻
第
三
及
び
転
漕
順
次

郎
博
士
所
藏
の
序
難
三
嘆
藤
縄
一
巻
を
複
製
影
印
し
た
も
の
で
あ

る
。
三
一
基
督
教
の
一
派
た
る
ネ
ス
ト
ル
教
が
唐
代
支
那
に
於
て

景
教
と
し
て
大
に
流
行
し
た
の
は
明
白
な
史
書
で
あ
る
に
も
不
拘

古
田
そ
の
経
典
が
全
く
埋
滅
し
て
傳
ら
な
か
っ
た
が
爲
に
，
景
典

の
内
容
形
式
は
勿
論
、
支
那
に
於
け
る
そ
の
教
義
の
如
き
も
不
明

九
る
を
免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
か
の
近
年
鍬
次
に

亘
っ
て
行
は
れ
た
中
央
亜
細
引
…
の
探
強
は
燧
に
敦
燵
石
室
蓮
書
の

嚢
見
と
な
り
、
景
典
に
あ
っ
て
は
大
秦
景
教
王
威
蒙
雪
像
，
一
神

論
、
序
驚
迷
詩
所
経
、
志
立
安
樂
経
，
宣
元
至
本
縄
の
五
が
見
患

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
諸
経
典
の
形
式
内
容
に
就
て
は
既
に
屡

次
羽
田
博
士
に
よ
っ
て
藝
文
、
東
洋
學
報
，
内
藤
博
士
選
鰹
醍
賀

　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
介

支
那
墨
論
叢
等
に
於
て
紹
介
竣
表
せ
ら
れ
、

化
史
の
貴
重
な
る
資
料
と
し
て
是
等
諸
景
典
の
複
製
は
學
界
一
般

の
要
望
す
る
塵
と
な
っ
た
が
而
も
な
ほ
景
教
三
威
蒙
度
讃
を
除
く

の
外
は
～
と
し
て
影
印
に
附
せ
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
本
書
が
か
・
る
際
に
、
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
に
よ
っ
て

公
刊
せ
ら
れ
た
る
所
堪
、
意
義
は
今
更
喋
々
す
る
迄
も
あ
．
る
ま
い
Q

印
刷
（
コ
ロ
タ
イ
プ
）
亦
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
鳥
の
子
美
濃
倍
版

の
唐
本
仕
立
で
戦
に
牧
め
ら
れ
て
る
る
。

　
倫
附
す
る
に
鋼
田
博
士
の
剴
切
な
る
解
論
を
以
て
し
、
爾
志
の

要
霞
を
羅
け
且
そ
の
撰
述
は
一
紳
論
は
貞
槻
＋
五
年
、
序
転
迷
詩

所
経
亦
景
教
傳
來
の
初
期
に
在
り
共
に
西
方
景
士
の
手
に
成
れ
る

を
論
じ
、
纏
中
に
見
出
さ
れ
る
慮
の
前
書
の
語
句
、
ソ
グ
ド
語
の

鋤
暑
等
を
指
摘
せ
ら
れ
て
る
る
Q

　
蕾
に
支
那
史
東
洋
史
の
專
門
家
に
止
ら
ず
、
筍
も
宗
敏
史
、
東

洋
文
化
に
閣
心
あ
る
入
士
必
備
の
書
と
し
て
薦
め
る
。
（
彙
文
堂
、

丸
善
登
壷
、
實
償
五
圓
×
内
田
）

　
囎
天
正
遣
欧
総
締
記
　
交
學
博
士
　
濱
田
青
陵
著

切
支
丹
の
名
は
夢
を
、
詩
を
、
憧
．
彊
を
奥
へ
る
，
一
面
に
は
中

　
　
　
　
　
第
十
七
麩
　
第
一
號
　
　
　
一
三
五

（　135　）



　
　
　
　
　
紐
　
　
　
　
介

世
田
木
の
衣
を
剥
ぎ
、
血
難
き
姿
を
増
せ
し
め
、
近
世
点
本
へ
の

洗
禮
を
考
へ
し
め
る
。
そ
こ
に
夢
と
現
實
と
の
中
に
彷
思
せ
し
め

そ
の
宗
教
的
情
熱
は
、
東
亜
の
域
に
踊
卸
せ
し
め
た
我
が
國
史
に

世
界
的
に
進
出
せ
し
め
る
事
件
の
契
機
と
な
っ
た
。
邸
ち
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
に
よ
っ
て
紹
介
せ
ら
れ
た
日
本
の
住
民
を
、
遽
く
駄
測
の

地
に
蜜
物
腰
魔
の
最
初
の
標
本
と
し
て
赴
か
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
人
が
始
め
て
足
跡
を
駄
洲
に
印
し
た
の
は
、
天
正
十
年
、

九
弼
の
切
支
丹
大
名
大
友
、
大
村
、
有
馬
の
三
候
が
、
羅
馬
敏
皇

に
敬
意
を
表
せ
ん
が
爲
に
使
節
を
差
坐
し
た
事
に
よ
る
。
正
副
使
、

随
員
併
せ
て
七
名
の
訪
鰍
使
が
、
波
濤
を
凌
ぎ
，
西
班
牙
王
廷
に

使
し
、
羅
馬
法
王
鷹
に
滲
じ
、
伊
太
利
を
遍
歴
し
た
此
の
族
、
往

復
八
ケ
年
の
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
顛
苦
を
嘗
め
て
塗
行
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
箪
な
る
宗
教
的
事
蹟
な
る
が
故
に
、
叉
世

界
史
に
我
が
古
史
を
連
繋
せ
し
め
た
劃
期
的
な
も
の
で
あ
る
故
に

の
み
で
な
く
、
我
使
簾
一
行
が
い
つ
れ
も
士
二
歳
よ
り
＋
五
、
六

歳
の
紅
顔
の
少
年
で
あ
っ
出
軍
は
，
蔓
に
我
等
に
劇
的
感
興
を
壁

え
し
め
や
う
。

　
此
の
國
史
上
、
最
初
の
世
界
喫
的
事
件
に
關
す
る
庚
き
研
究
は

　
　
　
　
　
　
第
生
丁
七
巻
　
　
轄
汐
一
號
　
　
　
一
三
山
ハ

明
治
簸
＋
三
、
四
年
頃
、
村
上
薩
次
郎
襟
士
の
灘
南
歓
中
の
古
壁

書
館
よ
り
の
蒐
集
に
始
ま
る
。
著
者
濱
閉
博
士
は
二
十
餓
年
醜
、

東
京
帯
大
の
一
喫
生
と
し
て
村
上
博
士
の
講
莚
に
侍
せ
ら
れ
此
の

使
箔
の
事
蹟
に
心
を
動
か
し
初
め
て
よ
り
、
再
度
の
外
遊
は
そ
の

足
跡
に
つ
い
て
無
關
係
、
無
驕
心
た
ら
し
め
得
な
か
っ
た
。
不
等

昭
和
四
年
、
伊
太
利
の
菊
O
給
氏
譜
藏
な
り
し
此
の
時
の
大
村
純

忠
の
耶
蘇
声
払
宛
の
書
志
等
、
京
都
帝
國
大
士
の
有
に
上
す
る
事

あ
っ
て
、
博
士
の
感
興
と
研
究
と
を
夏
に
刺
戟
す
る
機
縁
と
な
っ

た
。
本
會
が
、
同
年
輩
「
天
正
年
間
遣
歓
使
節
蘭
係
丈
書
」
と
し
て

濱
田
、
新
村
爾
博
士
の
解
設
を
附
し
、
印
行
頒
布
し
た
の
は
こ
れ

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
友
宗
麟
、
有
馬
晴
信
等
の
同
様
な
る
文

書
の
現
に
彼
地
の
耶
蘇
會
に
遽
存
せ
ら
れ
る
事
、
幸
田
成
友
博
士

の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
濱
田

博
士
の
感
興
は
、
研
究
は
著
し
く
、
麗
筆
は
か
つ
て
｝
書
を
成
し

た
。　

第
一
，
日
本
か
ち
葡
國
ま
で
。
第
二
、
葡
・
西
爾
國
の
族
。
第
三

　
羅
馬
へ
の
族
。
第
四
、
中
伊
太
利
の
族
。
第
五
、
北
伊
太
利
の

　
砧
依
。
酔
昂
山
ハ
、
洗
鯉
軒
燈
か
ρ
り
日
本
へ
。
使
於
即
後
記
。
を
内
容
と
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す
る
。
そ
の
う
ち
、
第
懸
．
第
五
は
雑
誌
「
歴
史
と
地
理
」
に
連
載

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
文
に
約
百
頁
に
及
ぶ
註
記
と
、
三

＋
通
の
史
料
、
夏
に
参
考
文
獄
、
使
節
の
省
像
議
、
使
節
族
穐
表

を
附
せ
ら
れ
て
み
る
。
諸
所
に
挿
入
せ
ら
れ
た
八
十
葉
の
圖
版
、

各
箇
に
組
込
ま
れ
た
る
著
者
自
筆
の
ス
ク
ツ
チ
、
滲
考
綴
の
多
撒

は
、
流
麗
な
る
文
と
粗
倹
ち
四
六
版
，
四
百
六
十
鯨
頁
の
大
冊
の

讃
了
に
些
か
の
俗
謡
を
壁
え
し
め
す
、
精
細
に
、
而
も
興
味
の
中

に
理
解
に
導
く
で
あ
ら
・
ノ
。

　
使
館
の
踏
破
の
地
は
み
な
宗
教
と
美
衛
の
淵
叢
で
あ
っ
た
。
使

節
の
接
鰯
…
せ
る
フ
ェ
リ
ペ
ニ
冊
画
、
グ
レ
ゴ
リ
ヨ
十
三
世
、
シ
ス
ト

五
世
み
な
世
界
史
上
著
名
の
人
物
で
あ
、
る
。
年
若
く
、
感
受
せ
ら

れ
易
き
使
箭
等
に
よ
っ
て
我
國
文
化
に
齋
ら
さ
れ
た
で
あ
ら
う
直

接
、
間
接
の
、
精
動
的
、
物
質
的
の
影
響
は
著
し
い
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
・
ら
ぬ
。
近
世
日
本
の
　
暁
鐘
と
出
口
へ
る
。

　
使
節
後
記
に
蓮
べ
ら
れ
た
る
二
上
等
の
閥
白
秀
吉
へ
の
謁
見
、

ワ
リ
ニ
ヤ
ー
二
面
の
前
記
三
侯
家
訪
問
の
如
き
、
二
丁
研
究
者
の

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
ら
う
も
、
更
に
四
使
節
等
の
後
牟
世
の

節
と
切
支
丹
の
終
末
と
を
考
へ
る
事
は
夏
に
心
惹
く
も
の
が
あ
ら

　
　
　
　
　
細
　
　
　
　
介

う
ひ　

近
世
日
本
が
世
界
史
の
舞
肇
に
フ
ッ
ト
ラ
づ
ト
を
浴
び
た
花
や

か
な
姿
を
、
劇
的
昂
奮
と
、
清
朗
な
る
情
感
の
中
に
理
解
す
る
事

を
得
る
を
娩
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
西
六
版
、
五
・
五
〇
、
東
京
岩
波

書
店
）
〔
寺
尾
〕

⑳
律
令
の
研
究

瀧
川
政
次
郎
著

　
著
者
は
嘗
て
日
本
法
制
史
、
同
赴
會
愛
、
歴
史
と
耽
會
組
織
の

諸
篇
を
獲
表
し
て
種
々
論
題
を
提
供
さ
れ
た
。
今
本
書
に
接
す
る

時
、
其
等
の
華
々
し
さ
を
記
憶
す
る
者
に
は
奇
異
の
感
を
な
す
程

異
る
方
面
の
研
究
を
積
ん
で
を
ら
れ
る
。
地
味
な
然
し
充
秘
し
た

基
礎
工
事
に
も
比
す
べ
き
こ
の
双
極
は
勤
象
の
無
味
な
る
べ
き
に

拘
ら
す
讃
者
を
強
く
惹
き
つ
け
る
。
こ
れ
は
本
書
が
諸
論
文
を
明

確
な
る
方
針
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
各
節
設
立
の

内
容
を
有
ち
然
も
全
腱
と
し
て
｝
系
列
を
な
す
て
凶
構
造
か
ら
も

來
て
る
よ
う
。
内
容
は
総
前
郷
↓
編
本
邦
律
令
の
沿
革
、
第
二
六

日
唐
律
令
の
比
較
研
究
、
第
三
編
新
古
律
令
の
比
較
研
究
、
酒
桶

編
律
令
逸
文
の
研
究
及
び
附
録
と
し
て
第
一
律
令
の
柄
搬
訟
、
第
二

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
】
號
　
　
一
三
七

（　IS7　）


